
29・12・15 4ごみ減量・リサイクル特集

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

　ごみの減量への理解を深め関心を高めるため、「くるカメ
出張講座」の受講者を募集します。「くるくるカメくん」を
はじめとしたオリジナルキャラクターが登場するごみ減量啓
発冊子やアニメーションＤＶＤ（子ども向け・一般向けの２
種類）、ごみ減量かるたなどを用いて、小金井市のごみの分
別やごみ処理の行方、リサイクルについてなどを分かりやす
く解説します。受講日時や講義内容などについてのご相談も
お受けしますので、ぜひ、ご利用ください。
 

 電話または直接、ごみ対策課清掃係（市役所第二庁舎４階
☎０４２−３８７−９８３５）へ

▷市内在住・在勤・在学の方対　象

▷小金井市のごみの現状について　　▷ごみ処理の行方
▷小金井市のごみ分別について　　　▷３Ｒについて内　容

▷ごみ減量啓発冊子　　▷ごみの分別啓発ちらし
▷アニメーションＤＶＤ２種類
①子ども向けごみ減量啓発アニメーション「くるカメ大作
戦」
②ごみの分別方法の解説アニメーション「ようこそ！小金
井市へ　ごみの出し方」

▷ごみ減量かるた

教　材

申

Ｒリサイクルリサイクル

Ｒリサイクルリサイクル

粗大ごみのお申し込みはお早め粗大ごみのお申し込みはお早めにに
　年末は粗大ごみの申し込みが多く、受け付けから収集までに日数がかかりますの
で、早めに準備して申し込んでください。申し込みは、粗大ごみ受付センターまた
はごみ対策課窓口（市役所第二庁舎４階）で受け付けます。なお、粗大ごみの収集
は、有料で申し込み制です。
〈ご利用の流れ〉
①品目・個数・大きさを確かめてお申し込みください。その際、手数料と収集予定
日をお伝えします
②手数料分の粗大ごみ処理券（シール）を処理券取扱店などで購入してください
③品物ごとにシールを 貼 って、収集予定日の午前８時３０分までに建物敷地内の収集

は

しやすい場所に出してください
※品目によっては市で収集できないものがあります。必ず事前にお問い合わせくだ
さい
※リユース（再利用）可能なものは、リサイクル事業所へ直接申し込みできます（有料）
※年内処理の申込期日は１２月２０日（水）です
 渇粗大ごみ受付センター（☎０４２−３８７−９８２９＝午前８時３０分～午後５時１５分。土
曜・日曜日、年末年始を除く）渇リサイクル事業所（☎０４２−３８２−７７７１＝午前９時
～午後４時。金曜・土曜・祝日、年末年始を除く）

申

ＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

　前原町西之台会館に拠点回収ボックスを新たに設置しました。平成２６年
７月から、写真や紙コップ、レシート（感熱紙）などの難再生古紙の拠点
回収を実施しています。回収された難再生古紙は、難再生古紙資源化処理
施設で、トイレットペーパーなどにリサイクルされます。市民の皆さんの
ご協力により、昨年度は約４.３ｔの可燃ごみの減量となりました。これから
もさらにご活用ください。
〈投入の際の注意〉
渇難再生古紙専用の拠点回収ボックスになりますので、ざつがみ、雑誌・
本、新聞、段ボール、紙パック（内側が白いもの）、シュレッダー紙など
通常の古紙は拠点回収ボックスに投入しないでください
渇難再生古紙をご自宅から出す場合は、燃やすごみとして出してください
渇個人情報が記載されたものを出すことが心配な方は、その部分を切り取
ったり、黒く塗りつぶしたりなどの対策を行ってから投入してください

開館時間施設名開館時間施設名

午前９時～午後１０時
休館日＝毎月第１・第
３火曜日、年末年始

公民館東分館
（東センター）
東町１−３９−１

午前９時～午後１０時
休館日＝毎月第２・第
４月曜日、年末年始

婦人会館
梶野町５−１０−３２

公民館貫井南分館
（貫井南センター）
貫井南町４−３−２３

午前９時～午後９時
休館日＝毎月第２月曜
日、年末年始

栗山公園健康運動セ
ンター
中町２−２１−１

午前９時～午後４時
休館日＝毎週金曜・土
曜・祝日、年末年始

リサイクル事業所
中町３−１９−１６

午前８時３０分～午後５
時
休館日＝毎週土曜・日
曜・祝日、年末年始

市役所本庁舎
本町６−６−３

午前９時～午後１０時
休館日＝毎月第１・第
３火曜日、年末年始

公民館貫井北分館
（貫井北センター）
貫井北町１−１１−１２

市役所第二庁舎
前原町３−４１−１５

公民館緑分館
（緑センター）
緑町３−３−２３

保健センター
貫井北町５−１８−１８公民館本館

本町２−１５−１１ 午前９時～午後１０時
休館日＝毎月第２・第
４水曜日、年末年始

前原町西之台会館
前原町３−８−１

各施設の館内に拠点回収ボックスがありますので、開館時間内に利用してください。
難再生古紙拠点回収場所一覧

小小金金井井発発 資資源源物物ののゆゆくくええ小小金金井井発発 資資源源物物ののゆゆくくええ
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　市では、日ごろからごみの減量・資源化の推進へのご理解・ご協力
を市民の皆さんや事業所の方々にお願いしています。皆さんに分別し
ていただいた資源物が、市で回収後、どのようなものにリユース、リ

サイクルされているのか、主なものをご紹介します。
※下記は平成２９年１１月時点の状況です。内容は今後変更する場合があ
ります

● びん
　民間処理施設で、繰り返し使用できるびんは洗浄し、傷
などをチェックした後、再使用します。その他のびんは原
料まで戻し、新たなびんなどにリサイクルされています。

● 空き缶・金属
　アルミ缶やスチール缶、金属は市が運営する資源物処理場で選別後、
民間処理施設で、アルミ缶やスチール缶は自動車部品、
機械部品などに、金属は建築材料などにリサイクルされ
ています。

● ペットボトル
　市が運営する資源物処理場で選別後、（公財）日本容器包装リサイク
ル協会を通じ、リサイクルを行う事業者に引き渡され、
たまごパック、衣類などに、また、一部は民間処理施設で
市ボランティア袋にリサイクルされています。

● 古紙・布
①

②

③

④

⑤

　民間処理施設で、一例として
次のようにリユース、リサイク
ルされています。

①新聞紙→新聞、ちらし

⑤布→海外などで再使用、
ウエス（工業用ぞうきん）、
反毛材料

②雑誌・ざつがみ→お菓子
の箱

③段ボール→段ボール

④紙パック→お菓子の箱

「くるカメ出張講座」受講者募集

難難再再生生古古紙紙のの拠拠点点回回収収場場所所がが
増増ええままししたた
難再生古紙の拠点回収場所難再生古紙の拠点回収場所がが
増えまし増えましたた


